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S33a NGC 4151のXRISM連携可視分光モニター観測：Hβ輝線の時間変動
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活動銀河核の中性 Fe Kα輝線 (6.4 keV)は物質分布の重要なプローブだが、放射領域は未解明である。XRISM
衛星 (E/∆E ∼ 1200at 6.4 keV)は Fe Kα輝線の速度構造を測定し、可視光輝線プロファイルと直接比較ができ
る。そこで我々は Fe Kα輝線放射領域を明らかにするべく、NGC 4151に対し 2023年 12月から 2024年 12月の
XRISM観測 (計 14回)に連携した可視赤外線測光・分光モニター観測を遂行した。可視分光モニター観測はせい
めい望遠鏡KOOLS-IFUの VPH495(λ/∆λ ∼ 1500)となゆた望遠鏡MALLS(λ/∆λ ∼ 7500)を用いて実施した。
2025年春季年会では、Hβ広輝線が非対称なプロファイルを持ち、かつそれが時間変化していること、さらに中
心波長の異なる 3つのガウス分布によりフィットした結果について報告した。
本研究では可視分光モニター観測で得られた全観測日のHβ広輝線の変動成分についてモデルフィットに依ら

ない方法で議論する。全データに対し [OIII]λ5007 の輝線プロファイルをスケーリングして Hβ狭輝線成分を差
し引き、残った広輝線成分から速度ビンごとの光度曲線を作成した。この結果、数日スケールでは全ての速度ビ
ンが可視連続光変動に追随したが、数ヶ月スケールでは青方側の輝線光度が可視連続光や中央～赤方側と大きく
異なる変動を見せた。そこでHβ広輝線に複数の変動成分が混在していると考え、成分分離のために時間スケー
ルの異なるRoot-Mean-Square(RMS)スペクトルを作成した。本講演では、これら変動成分の議論に加え、想定
される広輝線領域の描像やXRISM衛星で観測された Fe Kα輝線の速度構造との比較についても報告したい。


